毎朝 起きて 顔 を 洗いに 湯殿の 洗面所へ 行く、 そうし 

てこの 平凡な 日々 行事の 第 一 箇条 を 遂行して いる 間に 

ほうちゃく 

私 はいろ いろの 物理学の 問題に 逢着す る。 そうして 

い つも 同じように それに 対する 興味 は 引かれながら、 

い つまで も そのままの 疑問と な つて 残って いるので あ 

る。 今 試みに その 中の 一 一 三 を ここにし るす ことにする _ 

第 一 は 金 だら いと コップとの 摩擦に よ つ て 発する 特 

ほうろうび はちが た 

殊な 音響の 問題で ある。 普通の 琺瑯 引きの 鉢 形の 洗面 

盤に 湯 を 半分く らい 入れる。 そうして やはり 琺瑯 引き 

でと つ 手の つ いた 大きい 筒形の コ ップを その わきに 並 

ベて 置き、 そうして コップの 円筒 面 を 鉢の 縁辺に 軽く 



コ ップ などに は ほとんど 当然に そういう 皮膜が ある も 

のと 仮定し なければ ならない。 そうして その 皮膜が 厚 

い 時 も ありまた 薄い 時 も あり、 その上 をぬ らして いる 

水と 皮膜との 境界 面の 分子 構造 もまた 時に より 一 様で 

ないか もしれ ない。 それで さしあたり 行なって みたい 

実験 は、 まず できるだけ 注意して 油脂 類 を 除去した も 

のと、 一 方で は、 また 故意に 一 定量の 油脂 を かぶらせ 

たのに ついて それぞれ 発音の 模様 を 験す る ことで ある。 

も つ ともこれ に 連関して は昔レ ー リ ー が ガラス 板の 上 

で 茶わん を すべらせ たりした 草分けの 実験から 始まつ 

て、 その後 ハ ー ディの 有名な 研究 (物理学 文献 抄 第一 



集 二 五八 ぺ ー ジ) などに 引き続き いろいろの 方面に 関 

係しての 文献 は 少なく はない。 しかし それだけで はこ 

の 洗面 鉢の 問題 はま だ なかなか 解決され そう もない。 

第 一 水の 存在が 必要 だと すれば その 水が いかなる 役目 

なんぴと 

をす るかに ついては、 おそらく 何人もい まだ 適確な 答 

解 を 与える ことができない であろう。 

自分の 経験 では 金 だら いの 縁が ひどく 油 あ かで よご 

れ ている とき は 鳴らない。 石鹼で 一応 洗った 時に よく 

鳴る ようで ある。 しかし 絶対に 油脂 を 除去す るの は簡 

単に はで きないので、 その 場合に どうなる か は 不明で 

ある。 



棒 は 松 やに を 着けた 皮で しごき、 ガラス 棒 だと アル 

コ— ルを 着けた 綿布で こする か、 この 幼稚な 疑問に 対 

して ふに 落ちる 説明 をして くれる 教師 はまれであろう _ 

それ にもかかわらず 物理学 をデ モンス トレ— ト する 先 

生が たは なかなか この 目前の 好個の 問題 を 手に 取り 上 

げて 落ち着いて 熟視し ようと はしない ので ある。 

同じく 摩擦に 関した 問題で 日常お もしろ いと 思う も 

のがもう 一 つ ある。 それ は 雨の 日の 東京の 大通り を 歩 

い ている ときに しばしば 経験 させられる ことで あるが 

人造 石 を 敷いた 舗道が 非常にす ベリ やすくなる ことが 

ある。 煉瓦 や アスファルトの 所 はす ベらない のに、 適 



が 時々 互い に 合流し きれいな 樹枝状の 模様 を 作る の で 

あるが、 それが その 時々 で また いろいろの 模様の 変化 

を 示し、 しかも 同じ 時には おのずから 一 定の 統計的 平 

均の 形 を 示す ので ある。 この 合流の 統計的 方 則が 何で 

あるか、 これ を 支配す る 物理的 与件が 何と 何とで ある 

か、 これ も 直ちに 発せられる 疑問で ある。 ガラスの 面 

の 一部 を 石鹼で こすって おくと、 そこ だけ はこの 水滴 

の 凝結に 対して また 全くち が つ た 作用 をす るので ある。 

ガラス 面に 水滴の 着く 事に 関して は いわゆる 「呼気 

像」 (Hauclibild, breath figure) の 問題と して 従来 多 

少の 研究が あった。 特に 近来の 表面化 学の 進歩に つれ 



て かなりまで 解答の 糸口が 得られ かかった ようで は あ 

る。 しかし 具体的の 諸問題に ついて 追究すべき 事 がら 

はま だ 非常に 多い。 私の 洗面所の 問題の ごとき も その 

一 つで あると 思われる。 

水滴の 合流す るし かたの 統計的 方 則に 関して は 現在 

の 物理学 は ほとんど 無能に 近いと 言 つ て も 過言 ではな 

い。 これに 類す る 多くの 問題 は 至る ところに 散在して 

いる。 たとえば 本誌 (科学) の 当 号に 掲載され た 

たぐち りゅうざ ぶろう 

田 口 泖三郎 氏の 「割れ目」 の 分布の 問題、 リヒ テンべ 

ルク 放電 像の 不思議な 形態の 問題、 落下す る 液 滴の 分 

こんべ いとう つ の 

裂の 問題、 金米糖の 角の 発生の 問題、 金属 単晶 のす ベ 



リ 面の 発生に 関する 問題 また 少しち が つ た 方面で はた 

とえば 河流の 分岐の 様式 や、 樹木の 枝の 配布 や、 アサ 

リ 貝の 縞模様の 発生な どのような きわめて 複雑な 問題 

まで も、 問題の 究極の 根底に 横たわる 「形式的 原理」 

に は 皆 多少と も 共通な ある ものが 存在す ると 思われる _ 

すなわち いずれに も 「安定、 不安定」 の 問題が 係わつ 

ている ように 見える ので ある。 不安定の 入り込む 多く 

の 場合に は 事 がらが 統計的になる ので 従来の 物理学 か 

らは とかく 疎外され がちであった。 通例こう いう 場合 

に は 「事 がらが 再起 的 reproducible でない から」 と 

いう 口実で、 惜しげ もな く 放棄され て 来たので ある。 



かれようと している ので ある。 さて このような 時代に 

われわれが 物理的 統計学に ついては たして どれ だけの 

知識 を 持って いるかと いうと、 これ も 見方によっては 

実に 貧弱な 知識し かもって いない。 いわゆる 古典的 統 

計 法が 原子物理学の 大海に 難破して、 これに 代わる 新 

しい 統計が 発明 されても、 それと これとの 関係 も それ 

ぞれの 意味 もなかな かの み 込めない。 それ は 別問題と 

したと ころで、 私の 眼前の ガラスの 水滴の 合流 をい か 

に 統計的に 取り扱つ たらよ いかと 思って 諸 文献 を渉獵 

して みても 結局 得る ところ ははな はだ 少な いので ある _ 

それ は 私が 結局 何物 もない ところに 何物 か を 求めて い 



うかと 言つ てみずから これらの 多くの 問題の どれ もに 

手 を 着ける こと は 到底 不可能で ある。 それで 私が 今 本 

誌の 貴重な 紙面 を かりて ここに これらの 問題 を 提出す 

る ことによって、 万一に も、 好学な 読者の だれかが こ 

の 中の 一 つで も を 取り上げて、 たとえ わずかな 一歩 を 

でも 進めて くれる という 機縁 を 作る ことができたら、 

その 結果 は 単に 私の 喜び だけに はと どまらない であろ 

うと 思う ので ある。 

(昭和 六 年 四月、 科学) 
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